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1. 研究背景  




Wallace and Gutzler (1981: 以下 WG8
1) によって西太平洋 (Western Pacific: 
WP)パターンと命名されている。WP は、












をもたらす。また、Linkin and Nigam (2
008)は冬季北太平洋 SLP の EOF 第 2 モー














2.  データと解析手法  
NCEP-NCAR 再解析データ(Kalnay et
 al. 1996) の 1948/49 – 2010/11 年の冬
季 (DJF)を解析に用いた。水平解像度は 2.
5˚×2.5˚で、鉛直層数は 17 層である。 
  











大西洋上の NAO または 西大西洋 (Weste
rn Atlantic) パターン (WG81) が確認で




ータに基づく WG81 の結果と比べ WP に
伴う明瞭な極大が見られない。これはすぐ













を持つ WP と NPO とが分離できず、第 1
モードである PNA の次の第 2 モードとし
て、WP と NPO の結合モードが検出され
たと考えられる。 
次に 45 年間を 3 つの期間に分け，各 15
年間に関するテレコネクティビティマッ
プを作成した (図 2 (2)-(4))。1960-75 年は






図 1. (a)  1948/49 – 2010/11 年冬季  (DJF) 
Z500 のテレコネクティビティマップ .  (b)  (a)
と同じ期間において PNA の影響を取り除いたテ
レコネクティビティマップ .  線、陰影はテレコネ
クティビティを表している .  線は 0.5 より 0.1 間
隔 .  陰影の間隔は 0.55, 0.65. 緑点は WG81 の
WP 定義点  (155˚E, 60˚N), (155˚E, 30˚N). 
図 2. (1)  1948/49 – 2010/11 年 ,  (2) 
1961/62-75/76 年 ,  (3) 1976/77-90/91 年 ,  (4) 
1991/92-2005/06 年に冬季  (DJF) Z500 のテ
レコネクティビティマップ .  (1)線は 0.5 より
0.1 間隔 .  陰影の間隔は 0.55, 0.65. (1)以外 :  
線は 0.65 より 0.05 間隔 .  陰影の間隔は 0.7, 
0.8. 緑点は WG81 の WP 定義点 (155˚E, 
60˚N),  (155˚E, 30˚N). 
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4. 合成図解析  
WP パターンの３次元構造を明らかにす
るため、合成図解析を行った。WG81 で定
義された WP indexが 1標準偏差を超える
32 ヶ月の偏差場を用いて合成図を作成し














ns et al. 1983; Simmons et al. 1983;	 










(図 4 上)。これは jet の出口付近 (気候平均
u の東西傾度が著しい領域) において南北
風偏差より東西風偏差が卓越し (CK の第
















































図 3. (上) Z500 の合成図 .  (左下 )南の作用中心
緯 度 (30˚N), ( 右 下 ) 南 北 の 作 用 中 心 経 度 
(155˚E) に お け る 鉛 直 断 面図  ( 縦 軸 :  気 圧 
(hPa)). 線は偏差の値 .  濃い  ( 淡い ) 陰影は
95% (90%) 有 意 性 を 表 す .  上 図 の 緑 点 は























ここで ( )’” は短周期擾乱であり、８日間
の高周波フィルタを施した場を用いる。 
対流圏上層では移動性擾乱に伴う西風運
CKHF = !u −
∂
∂x ( !!u !!u !) −
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変換量  (CKHF), (下図 )移動性擾乱に伴う傾圧
エネルギー変換量  (CPHF)の鉛直積算図 .  線、
陰影ともには変換量  (W/m2). 上図 .  緑点は
WG81 による WP の定義位置 .  
CKHF 
CPHF 
図 4. (上図)順圧エネルギー変換量 (CK), (中央図 )
傾圧エネルギー変換量  (CP), (下図 )非断熱加熱によ
るエネルギー生成量  (CQ)の鉛直積算図 .  線、陰影
ともには変換量  (W/m2). コンター間隔は 1 W/m2.
上図 (中央図 )の茶線は U250 (T500)の DJF 気候平




































6. まとめ  
	 本研究は、長期再解析データを用いて W 





ことで明瞭な WP と NPO の南北双極子構











 北半球対流圏 西太平洋 東太平洋 
CK 22.7 日 20.3 日 234.6 日 
CP 3.9 日 4.8 日 83.8 日 
CQ -7.9 日 -12.0 日 -31.0 日 
CKHF 5.6 日 39.0 日 7.8 日 
CPHF -9.6 日 -12.0 日 -117.0 日 
表 1. 北半球対流圏全体の偏差場の運動、有効
位置エネルギーの和を ,  それぞれの領域で積
分したエネルギー変換 ,  生成で生成するのに
かかる時間  ( 日 ).  各変換項は ,  地表から
100hPa まで鉛直積算したものから領域積分
している .  東太平洋は  20˚N – 70N˚, 120˚E 
– 180E˚, 西太平洋は 20˚N – 70N˚, 180˚E – 
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